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「がん患者 さんとそのご家族のための
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は じ め に

2005年 の健康科学に 「がん患者さんとその御家族の

ためのウエルネスセクション」研究会設立の経緯と活

動組織,活 動内容,活 動の展望(図1)な どを報告 し

た。その後,「がん患者さんとその御家族のためのウ

エルネスセクション」研究会は毎月1回 の定例研究会

議 を重ね,現 在第18回 を数えることになった(表1)。

曲がりなりにもここまで研究会が継続 し,多 少の進展

を見ることができたのは会員の皆さんや学生 ・市民ボ

ランティア会員,保 健学科の支援があってこそと,深

く感謝申し上げる。

この1年 間の活動 を通 して得たものは当初の理念や

組織活動,活 動計画などの実施 ・実現が如何に多難で

あるかと言 う実感 と,し か し一方で地道に辛抱強 く継

続 して来たことで目的達成に向かって乗 り越えるべき

課題が徐々に明確になってきたことである。そ して最

大の成果はこの間の本学学生を含む他学部,他 大学の

院生などの若い方々や市民ボランティアの方々,患 者

さんやご家族の支援者の方々の増加によって,同 じ目

標 に向かう仲間のエネルギーが結集 し,微 々たる歩み

ではあるが活動の着実な進歩を実感することができた

ことである。今回は研究会活動の軌跡 とこの間の活動

で見えてきた研究会の課題を明確にし,さ らに今後の

ウエルネスセクションの 目的と機 能

目的

交流支援の場

患者・支援者間
患者億轡・家族間

1.癒しのイベント

2.交 流 の機会と場 の提 供

r

患 者 さん の

率ストレスコーピングの 向上

ホセルフケアの 向上

串QOLの 向上

索心の安寧

*治 癒力向上

宥用情報アクセスへの支援

1.関 連 図書 や情報の 最示

2.最 新 のケアに関する公的情報

3.地 域 ・社会福祉 に関する情報

療養の生活上の情報
支 援 の 場

1.食 事 ・栄養など

2.休 養 ・睡眠 ・運動

3.ス トレス糧和

4.感 染予防MC

図4「 が ん患者 さん とご家 族のためのウエルネスセクシ ョン」の展望

*京 都 大 学 医学 部 保 健 学 科

〒606-8507京 都 市 左 京 区聖 護 院 川 原 町53

SchoolofHealthSciences,FacultyofMedicine,KyotoUniversity

聯 京 都 大 学 医学 部 付 属 病 院

KyotoUniversityHospital

紳*京 都 大 学 医学 部 付 属 病 院看 護 部

Departmentofnursing,KyotoUniversityHospital

受 稿 日2006年9月15日

一45一



健康科学 第3巻2006年

表1「 が ん患者 さんとご家族のための ウエルネスセクシ ョン」研究会の活動概要

会議回 日時(定 例
会議1毎 月第2火 曜 主な討議内容,活 動 内容 な ど 参加者数
午後6時 ～別館309

第7回2∞59〆13 *「 が ん患者 さん とその ご家族のためのウエルネスセクシ ョン」設置 に関す る研究一 8名

第8回10/11 本件 に関す る患者 ・家族ニーズお よび協 力者 の把握 に関す るア ンケー ト調査 を京都 ll名

第9回11/08 大学医学部倫理委員会に申請 17名

*「 ウエル ネス クリスマス」の催 しに関する検討,プ ログラムの決定

第10回12/13 *患 者 ・家族 ニーズお よび協 力者の把握 に関するア ンケー ト調査 の倫理委員会か らの 16名

承 認(E・9411/28))

*平 成18年度厚生科研への助成申請*今 後の活動方針を決定

12月21日14:00一 「うきうきして治癒力 アップ しませんか」 ウエルネスク リスマス開催 協力者1学 生,

且6=00京 大 病 院外 合唱,楽 器演奏,ク イズ,ジ ャグリングな ど 教職員名,市 民

来棟西3階 京大病院主催 ・ウエル ネス研 究会(略 称)共 催 ボ ランテ ィア計

参加者への アンケー ト結果 を京大病 院へ 報告
31名 余,演 奏 プ

患者参加数 約100名 アンケー ト回収80名,大 いに満足 ・満足82-76%
ロ参加2名

第11回20061/10 *ウ エル ネス クリスマス会 結果報告 16名

*E・94倫 理委員会承認 のア ンケー ト実施 に関す る具体化

*Zoos年 の年 間活動計画の検討

・年間の活動 として シンポジ ュームの開催 を決 定。

・定例会議の一部 を会員の話題提供 に よる学習会 とす るこ とを決定

*新 年会開催

会議回 日時 主 な討議内容,活 動内容な ど 話題 テーマ ・提供者 参加者

第12回2/14 *研 究会記録の保存管理に関して(黒 木担 「放射線治療を受ける乳がん患者に対す 16名

当) るケアの現状」尾崎幹子(放 射線科外

*研 究会への財政支援および寄付(会 議用 来)

備 品の購入,運 営費)

第13回3/14 *X41回 日本心身医学会 「サイ コオ ンコロ 「乳がん治療の最新の動向」稲本 俊 ll名

ジー」関す る報告(齋 藤) (保健学科)
*ア ンケ ー トの回収状況報告

*病 院患者図書 について報告(西 崎)

第14回4〆18 *会 計報告 「癌 と リハ ビ リテー ショ ン」黒 木 裕 士 14名

定例会議を第3火 曜 *シ ンポジュームの概要,役 割分担検 討 (保健学科)

変更

第15回5/16 *シ ンポジューム実施計画の検討 「がん患者 さんの療養 を支援す るため に」 10名

宇都宮 宏子(地 域 ネ ッ トワーク医療部)

第16回6/20 *シ ンポジュームの具体化 に関 して検討 「がん患者 サ ポー トグルー プについ て」 14名

*国 立病院機構 大阪井慮 セ ンターの患者 齋藤ゆみ(保 健学科)

情報室 について報告(西 崎)

第17回7/25 ウエ ルネス シンポ ジュー ムに関す る患者 ア 参加者全員 による 「ウエ ルネス」 とは, 20名

ンケー トの結果報告 に関する討論。

第18回8/29 シンポジューム決定(患 者参加) シンポジュームの概要 につ いて は別紙 13名

日時:平 成18年10月26日(木)

場所:京 都教育文化会館 ホール

*シ ンポ ジュームの宣伝活動 について検 討

展望 をお示 ししたいと考える。

1「 がん患者さんとそのご家族のためのウエル

ネスセクション」設置のための研究会活動の

軌跡

研究会運営組織の中の活動部門 として相談検討 ・教

育 プログラム検討 ・有用情報検討 ・交流支援検討部門

の4領 域 を定めそれぞれの領域の責任者を選出 して実

施 に向けた活動計画 を作成 した。 しか し,す ぐに行き

詰 った。実働部員の不足や活動場所の 「ウエルネスセ

クション」 を設置すること事態が五里霧中にある中,

何から始めるべ きか見当がつかない状態であった。ま

ずは2領 域の交流支援 と有用情報提供部門に絞って活

動 をすすめ,前 期は12月 の 「ウエルネスクリスマス
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会」開催に向け 「ウエルネス」やウエルネスセクショ

ン研究会の理解 を広めてい くことに活動の焦点を定め

た。

ウエルネスクリスマス会はウエルネス研究会(略

称)の 学生会員の企画協力で医学部 ・他学部の学生の

出演や患者 さん ・そのご家族の方々,多 くの市民ボラ

ンティアの方々の協力を得ることがで き,当 日は入院

中の患者 さんや外来通院中の患者さんなど沢山の方々

が参加 され,病 院当局か らも高い評価を得ることがで

きた(表1,2参 照)。

ウエルネス研究会の初めての催 しを成功させたこと

によって会員全体に自信 と誇 りが生まれた。

しかし,こ のことに喜んでばか りはい られない。ク

リスマスイベ ントの終了後の課題がす ぐさま頭をもた

げ,学 生会員 も含めた会員全員が研究会の今後に危機

感 を感 じた。

この打開策 として毎回の定例会議の中に話題提供と

して 「がんの医療やケア,研 究」に関する30分程度の

講演 を会員の持ち回りで行い,そ のテーマを深 く学ぶ

ことした。 これは第12回 会議 より実施 した。会員がウ

エルネスセクション研究会の理論的根拠を学び,自 信

を持 って活動 を開拓 してい く力を得る機会になると期

待 している。

2「 ウエルネスセクション」研究会の目的の明

確化 と今後の課題

療養者が 「ウエルネス」を達成するには治療は もと

より,人 の健康に関する 「心身相関」の概念を基本と

して,「 自己治癒力の活性化」や 「QoLの 維持 ・向

上」のために身体的 ・心理 ・社会的な多様なニーズに

対応する多面的な支援が必要である。また,一 方でウ

エルネスは結局のところ療養者自身が自らの主体的判

断によって 「生 き方」を選択することである。 した

がって療養者に選択 しうる多様な選択肢(情 報)を 提

表2ウ エ ルネス クリスマス結果報告(一 部割愛 して 自由記載のみ)

2005ウ エルネス クリスマス会 アンケー ト結果(自 由に記載 された感想文)

*今 日はす ご く楽 しか った。 きれい な歌声 とジャグ リング,大 道芸 もすご く良 かった。素敵 なク リスマス。ハー トマー ク

*全 員で の合唱 曲が もう少 しあれば良い と思 う。聞 くの もいいけ ど自分が参 加す ると もっ と楽 しくなる。有難 うござい まし

た。

*途 中で帰 ります。すみ ませ ん。2年 半 くらい前に入院 していた とき,音 楽会 を聞 きま した。今 日は外来 で したが,と て もよ

かったです。

*後 ろの方 だったので,見 えに くか ったけ ど良かった。

*ク リスマ スの時間以外 に も聞かれ るほ うが入院 してい る患者 に とっては,楽 しみがあって良 い と思い ます。

*二 時間あま り大変楽 しかったです。

*仕 事 の都合 で,三 時半 からのみ しか聞かせていただけず,残 念 で したが,市 民 の会 の皆様,お 上手で楽 しませていただ きま

した。な じみの曲を演奏 してい ただき良か ったです。

*こ こで聞かせ てい ただ くと,歌 も演奏 もい っそ う心 に染 み入る ごとく,聞 かせ ていただけま した。

*あ りが とう

*ヴ ァイ オ リンの作 曲者 も紹介 して くだ さい。 この ような場所で は,日 本語 で歌った方 が,皆 様 に分か ると思 い ます。そ し

て,明 るい歌 が?小 さい お子様(入 院患者)

*ジ ヤグ リングが楽 しか った。風船 あ りが とう

*明 日退院だ し,病 院で の楽 しい思い出がで きました。

*2-3時 まで リハ ビリだったので,前 半が見 られな くて残 念だった。たいそう もクイズ も楽 しか った。学生 さんが,一 生懸

命 でかわいかった。月 に一度 くらい こん な楽 しい会があれば良い と思 い ます。久 し振 りに声 を出 して歌 えて楽 しか った。

*暗 くな りが ちな闘病生活 に,明 る く癒 され ました。素敵 なク リスマスプ レゼン トをあ りが とう。

*楽 しかったです。

*と て も楽 しく見せ ていただ きま した。心 よ り満足 させていただ きました。皆様,と て もお上手で した。

*と もすれば,ふ さぎが ちな患者各位の心のケ アとして,大 変良い企 画 と思います 。今後 も,継 続 され ることを祈 ります。計

画 ・進行 された学生方 たちの気持 ちに感謝 します。

*歌 だけでな く,大 道芸 などがあ りよか った。 もう少 し広 いスペースがあればさ らに良い。

*あ えて書 かせ てい ただきます。 クリスマス は,キ リス ト教 の宗教行事 で,イ エスキ リス トの誕生祭。世 間で はケ ーキ を食べ

る 日とか,企 業 に踊 らされてい ますが,公 共の施設で,特 定の宗教行事 は,行 わないほうが よい と思い ます。宗教色は ない

けれ ど,池 田大作,松 本 チズ オの誕生 日を祝 った らみんな怒るで しょう。ネー ミングを変 えて,サ ンタクロースの衣装 を止

めて もらった ら良い んでは?

*ヴ ァイオリン ・ピアノが素晴 らしい。

*ジ ャグ リングのコスチ ュームを洗濯 して くだ さい。 クイズ前半の誰 で も分 かるのは止め て ください。

*美 しい歌声 に,心 の安 らぐ思 いで した。 また,生 で聞 くピアノ にバイ オリン とて も素敵で した。少 し足 が不 自由な私 です

が,コ ンサ ー トに来 て良 かった と思い ます。大道芸 もは じめて見 ました。楽 しいひ と時 メルシー!

*今 日はす ご く楽 しか ったです。演奏合唱 はす ご く良か ったです。ジ ャグ リングはす ご く面 白かったです。 クイズ に優 勝 しま

した。
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供するのがサポー トグループとしてのウエルネス研究

会の 目的であ り,「ウエルネスセクション」の役割で

あると考えている。

このような 「ウエルネスセクション」が高度先進医

療 を行 う京大病院に設置されるとすれば画期的なこと

である。

現在 ウエルネス研究会は京大病院,医 学部保健学科

の関係者有志による一研究会であ り,研 究会の主張を

現実化するには困難なことが多い。これを乗 り越える

方策は会員 自らの創意 と工夫によって築 き上げてい く

しかない。現在,ウ エルネス研究会医療関係者や一般

社会人への 「ウエルネス」概念の浸透 と会員拡大を目

標 に活動 を続けている。具体的には 「ウエルネスシン

ポジューム」 を企画 し,そ の実現に向けて努力 してい

る。
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